
記
事

5
産
官
学
体
と
な
っ
て
進
め
る

水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
へ
の
期
待

一回ーー－－‘

田
中
宏
明

八
十
島
誠
正
会
員

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

特
定
准
教
授

リ求
lめ
ダ5
lれ
シる
ツヲK
?O·~~ 
，，，.’ーで

スゑ
巴ス
l推
ド進
の

東
日
本
大
震
災
で
改
め
て
認
識
さ
れ
た
の
は
、
日
本
の

「
強
い
現
場
・
弱
い
本
部
」
で
あ
る
。
被
災
地
の
復
旧
現

場
、
生
活
現
場
、
生
産
現
場
等
の
秩
序
、
互
助
、
対
策
、
実

行
の
水
準
の
高
さ
と
、
対
照
的
な

一
部
企
業
や
政
府
の
中

枢
の
も
た
つ
き
が
、
世
界
中
に
知
れ
わ
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
原

子
炉
汚
染
の
修
復
へ
の
協
力
に
対
し
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
が
き

わ
め
て
積
極
的
か
っ
、
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
官
民
を
あ
げ
た

売
り
込
み
と
体
制
」
を
整
え
た
こ
と
は
、
日
本
の
直
接
的
責

任
企
業
と
政
府
中
枢
の
対
応
と
き
わ
め
て
好
対
照
で
あ

る
。
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

わ
が
国
で
の
下
水
道
事
業
は
、
国
が
大
都
市
や
都
道
府

県
と
協
力
し
、
市
町
村
の
下
水
道
普
及
を
オ
l
ル
ジ
ャ
パ
ン

の
体
制
で
推
し
進
め
た
結
果
、こ
の
羽
年
間
に
欧
米
並
み
に

ま
で
引
き
上
げ
た
。
国
は
、
大
学
や
民
間
企
業
と
協
力
し
、

技
術
開
発
を
進
め
、
ま
た
日
本
下
水
道
事
業
団
等
を
通
じ

て
、
市
町
村
の
下
水
道
事
業
の
計
画
、
建
設
、
維
持
管
理
、
運

営
の
後
押
し
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
と
同
様

に、
責
任
を
も
っ
て
海
外
で
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
コ
ア
組

織
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
と
考
え
ら
れ
る

ア
ジ
ア
な
ど
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ス
ピ
ー
ド

ンン
セ
ン

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国

・
深
川
州
市
で
は
こ
の
初
年
間
に

3
万
人
か
ら
1
4
0
0万
人
へ
と
人
口
と
経
済
が
急
成
長

を
遂
げ
て
お
り
、
事」
れ
に
追
い
つ
く
た
め
の
上
下
水
道
整
備

は
、
計
画
経
済
の
5
年
単
位
で
技
術
開
発
、建
設
、
運
転
、経

営
へ
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
国
内
で
は
官
か
ら
の

受
注
待
ち
で
あ
った
わ
が
国
の
民
間
企
業
と
所
管
内
で
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
か
興
味
が
な
か
っ
た
大
都
市
が
、
官
民
連
携

の
協
議
会
設
立
や
海
外
調
査
団
派
遣、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ショ

ン
施
設
の
設
置
運
転
な
ど
、
積
極
的
に
連
携
を
進
め
る
こ
と

は
望
ま
し
い
が
、
寄
り
合
い
所
帯
か
ら
、意
思
決
定
や
実
施

を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
で
き
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
体
へ
の
進

化
が
望
ま
れ
る
。

水
か
ら
廃
棄
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
都
市
づ
く
り
を

目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
ヘ

上
下
水
道
を
求
め
る
新
興
国
や
開
発
途
上
国
に
は
、
こ

れ
ま
で
援
助
案
件
と
し
て
、主
に
J
I
C
Aを
通
じ
た
、
水

道
、
下
水
道
な
ど
分
野
ご
と
の
案
件
が
「
現
場
」
で
行
わ
れ
、

相
手
国
の
多
く
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
水
資
源

開
発
か
ら
浄
水
、
廃
水
処
理
、さ
ら
に
発
生
す
る
汚
泥
問
題

急速成長するメガシティ、中園・深却｜｜市を象徴する高層

ビルを写す水質汚濁河川
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近下水道弘シフラ分野における国際展開に向けて

J司

~司監也
写真2 京都大学一清華大学日中環境技術共同研究教
育センターでの分析研修

を

一
体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
欧
州
水
メ
ジ
ャ
ー
で

は
、
さ
ら
に
廃
棄
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま

で
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
先
進
国
は
す
で
に
、
新
興
国
で

も
次
第
に
水
供
給
、
下
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
温

暖
化
対
策
、
資
源
利
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
総
合
的
に
解

決
す
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と

よ
り
術
鰍
的
に
み
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
水
道
、
下
水
道
、
浄
化
槽
、
廃
棄
物
、エ
ネ
ル

ギ
ー
が
異
な
る
行
政
機
関
の
所
管
で
縦
割
り
で
あ
っ
た
見

方
を
都
市
供
給
代
謝
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
水
・

廃
棄
物
・

エ
ネ
ル

ギ
ー
を

一
体
化
し
た
環
境
都
市
守
つ
く
り
が
始
ま
っ
て
お
り
、

ア
ジ
ア
の
先
進
都
市
で
も
環
境
都
市
が
目
指
さ
れ
て
い
て
、

わ
が
国
が
得
意
と
す
る
再
生
水
や
資
源
循
環
な
ど
の
環
境

技
術
を
積
極
的
に
生
か
す
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
目
指
す
べ
き

で
あ
ろ
、
っ
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
海
外
展
開
す
る
た
め
に
は
、
わ

が
国
で
の
実
践
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
復
興
計
画

が
進
む
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
、
世
界
に
誇
る
「
防
災

と
環
境
」
都
市
を
実
現
で
き
れ
ば
、
新
た
な
水
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
に
は
、
先
端
技
術
と
と
も

に
開
発
段
階
に
合
わ
せ
た
適
正
技
術
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
も

必
要
と
な
る
。
異
な
る
ア
ク
タ
ー、
異
な
る
業
界
と
の
連
携

に
は
、
土
木
学
会
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
会
レ
ベ

ル
で
の
産
官
学
の
研
究
者
、
技
術
者
、
実
務
者
の
連
携
が
必

要
に
な
る
。

産
官
学
連
携
で
人
材
育
成
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

水
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
の
は
人
で
あ
る
。
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
国
内
外
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、現
場

の
実
情
を
わ
か
り
、
異
な
る
文
化

・
気
候

・
社

会

・
経
済
の
状
況
を
理
解
し
、
求
め
ら
れ
る
適

正
技
術
を
選
べ
る
人
材
の
養
成
が
必
要
で
あ

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
え
る
言
語
能
力
、
専
門
性
を

持
ち
つ
つ
も
、
複
合
的
な
視
点
で
、
課
題
を
解
決

で
き
る
国
内
外
の
人
材
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
で
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
に
向
け
た
教
育
や
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、

「
学
」
で
も
意
識
し
た
人
材
育
成
を
行
う
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

各
大
学
で
は、
国
際
化
が
急
速
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
現
在
、
京
都
大
学
で
は
、
工
学
研
究
科

を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
国
々
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
、
環
境
改
善
に
国
際
的
に
貢
献
で
き
る
人

材
育
成
の
た
め
現
場
主
義
に
立
脚
し
た
教
育

・

研
究
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
教
育

L"u''" 
エネルギー

に
加
え
て
、
他
系
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
加
え
、
丈
一理
融
合

化
し
た
授
業
を
英
語
で
行
っ
て
い
る
。
日
本
人
と
外
国
人
学

生
が
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
受
講
、発
表
、議
論
し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
海
外
や
日
本
の
「
現
場
」
を
経
験
し
、
課
題
解
決
型

人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
で
、国
際
的
に
水
や
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
を
担
う
人
材
輩
出
に
貢
献
す
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
は、

海
外
に
教
育
研
究
拠
点
を
展
開
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば

地域熱供給施設
h"" •-ii ＼ ＂山山川 、

海

戸水

川湖

バイオ燃料

λ話連記Jツド、
現野5控訴f
,ft/ii・・" a骨
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J ' ＇・《綴伊
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中
国

・
深
馴
市
に
あ
る
京
都
大
学

l
清
華
大
学
日
中
環

境
技
術
共
同
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
問
の
共
同
研

究
や
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
わ

る
企
業
と
の
連
携
や
深
捌
市
政
府
や
深
川
水
務
集
団
な
ど

現
地
の
水
ピ
ジ
、
不
ス
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
両
国
の

産
官
学
の
連
携
に
協
力
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
上
下
水
道
事
業
は
、
国
内
で
の
整
備
と
管
理

を
官
中
心
に
真
撃
に
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
内
で
の
水

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
ほ
ぼ
達
成
し
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
は
海
外

に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
と
多
く
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
、
特

に
民
間
の
方
々
が
気
づ
き
始
め
た
の
が
、こ
の
叩
年
ほ
ど
前

で
あ
る
。
官
も
学
も
海
外
展
開
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
き
た

が
、
ど
の
よ
う
に
海
外
で
わ
が
国
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
て
い
く
の
か
、
数
年
前
か
ら
産
官
学
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な

試
行
錯
誤
を
始
め
た
。
奇
し
く
も
生
じ
た
「
3
・
日
」
を

き
っ
か
け
に
、
幻
世
紀
型
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
を
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
整
備
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
き
る
モ
デ
ル
を
国
内
で
つ
く
れ
ば
、
そ
れ
が
海
外
に
展
開

す
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
る
。
今
、
ま
さ
に
水
に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
超
、
え
て
産
官
学
が
連
携
す
る
絶
好

の
機
会
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
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